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第４章 環境に関するアンケート結果（抜粋）

第１節 市民アンケート

１．調査の概要

（１）調査の仕様

仕様項目 仕　　　　　　様

調査対象者 18歳以上の市民2,000人

標本抽出方法 旧町村６地区の人口に配慮した比例配分に応じて、住民基本台
帳から無作為抽出

調 査 方 法 郵送による配布・回収

調 査 期 間 平成21年10月 1日から10月 14日

（２）回収結果

　回収数　907　（回収率45.4%）

（３）本報告書中の記号について

　（ＳＡ）・・・単一回答（Single Answer）の略。選択回答は１項目のみ。

　（ＭＡ）・・・複数回答（Multi Answer）の略。回答する選択肢の数に制限がある。

　　　　　　　（一部回答を限定しているものもある。）

　ｎ・・・・回答者数（number）をあらわす。「ｎ＝100」は、回答者数が100人

ということ。

質問には単一回答（ＳＡ）と複数回答（ＭＡ）の設問があり、複数回答の場合は合計値が

100％にならない場合があります。

アンケート結果の数値は小数点第2位を四捨五入しており、単一回答であっても合計が

100％にならない場合があります。



61

環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
（
抜
粋
）

第
４
章

２．調査結果

（１）回答者の属性

①　性別（ＳＡ）

　

　回答者の性別は、「男性」42.1％、「女性」57.4％となっています。

②　年齢（ＳＡ）

　

　回答者の年齢は、「70歳以上」が22.8％と最も高く、次いで「50〜59歳」（17.8％）、

「60〜 69歳」（17.6％）となっています。

①性別（ＳＡ）

不明
0.4%

女性
57.4%

男性
42.1%

n=907

②年齢（ＳＡ）

３０～３９歳
13.3%

４０～４９歳
16.5%

５０～５９歳
17.8%

６０～６９歳
17.6%

不明
0.6%

７０歳以上
22.8%

２０～２９歳
9.3%

２０歳未満
2.1%

n=907
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③　居住地（ＳＡ）

　回答者の居住地は、八田地区10.8％、白根地区25.9％、芦安地区2.2％、若草地区

16.9％、櫛形地区25.7％、甲西地区18.0％となっています。

④　在住通算年数（ＳＡ）

　回答者の南アルプス市内への在住通算年数は、「30年以上」が53.1％と最も高く、次

いで「20年以上30年未満」（18.1％）、「10年以上20年未満」（16.0％）となって

います。

③居住地（ＳＡ）

芦安地区
2.2%

若草地区
16.9%

櫛形地区
25.7%

甲西地区
18.0%

八田地区
10.8%

白根地区
25.9%

不明
0.6%

n=907

④在住通算年数（ＳＡ）

２０年以上
3０年未満

18.1%

３０年以上
53.1%

５年以上10年未満
5.6%

１０年以上
2０年未満

16.0%

不明
0.9%

１年以上５年未満
4.9%１年未満

1.4%

n=907
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（２）アンケート結果

問１　周辺環境に関する満足度（ＳＡ）、環境の変化（ＳＡ）

【満足度】

　住まい周辺の環境に関する満足度について、「とても満足」と「満足」を合わせた割合

は、「自然や緑の豊かさ」が63.3％と最も高く、次いで「空気のきれいさ」（56.6％）、「ご

み出し・分別のマナー」（42.5％）となっています。

　また、「とても不満」と「不満」を合わせた割合が高いのは、「公共交通の整備状況」

（33.1％）、「農地の保全状況」（29.9％）となっています。

2.1

23.6 53.5 12.2

2.6

6.0

1.3

18.0 42.1 24.3 8.8 5.5

2.5

40.0 33.4 15.3

3.1
5.6

2.2

34.2 38.0 15.5

2.9

7.2

0.7

13.0 48.6 24.8
5.1

7.8

2.3

35.8 43.8 11.1

1.1

5.8

4.7

36.8 32.7 17.4

3.3

5.0

1.3

31.0 44.9 16.4
1.4

5.0

6.8

49.8 28.3 8.9

1.2

4.9

2.5

27.8 40.0 20.3
3.9

5.5

8.0

55.3 22.4 8.0
0.8

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然や緑の豊かさ

川や水路の水のきれいさ

空気のきれいさ

まちのきれいさ（ごみの少なさ）

まちの静かさ（騒音、振動等が気にならない）

景色や街並みの美しさ

農地の保全状況

公園や遊歩道の整備状況

ごみ出し・分別のマナー

公共交通の整備状況

身近でみかける動植物の種類の多さ

Q1: 満足度（ＳＡ）

とても満足 満足 どちらともいえない 不満 とても不満 不明n=907
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【環境の変化】

　10年前と比べた環境の変化について、「良くなったと思う」は「ごみ出し・分別のマナー」

が33.1％と最も高く、次いで「公園や遊歩道の整備状況」（28.2％）となっています。

　また、「悪くなったと思う」は「農地の保全状況」が38.3％と最も高く、次いで「川

や水路の水のきれいさ」（27.0％）となっています。

6.7

45.3 22.9 11.5 13.6

13.5 40.6 20.8 11.0 14.1

33.1 32.2 12.8

6.6

8.4

6.2

5.2

5.4

5.4

5.5

6.6
15.3

28.2 39.5 8.9
8.4

15.0

3.3

29.3 38.3 13.2 15.9

17.2 48.0 14.2
6.2

14.4

6.8

50.6 23.7
5.2

13.7

16.5 44.0 20.6

5.4
13.5

7.3
53.9 18.1

5.4
15.3

12.5 38.3 27.0 8.5 13.8

9.0 48.8 21.9
5.5

14.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然や緑の豊かさ

川や水路の水のきれいさ

空気のきれいさ

まちのきれいさ（ごみの少なさ）

まちの静かさ（騒音、振動等が気にならない）

景色や街並みの美しさ

農地の保全状況

公園や遊歩道の整備状況

ごみ出し・分別のマナー

公共交通の整備状況

身近でみかける動植物の種類の多さ

Q1: 環境の変化（ＳＡ）

良くなったと思う 変わらない 悪くなったと思う わからない 不明n=907
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問２　重点的に進めるべき施策（ＭＡ）

【自然環境分野】

　自然環境分野での重点的な施策については、「遊休農地の再利用」が59.2％と最も高く、

次いで「遊歩道や親水空間など自然とのふれあいの場の整備」（36.8％）、「優良な農地、

田園景観の保全」（35.9％）となっています。

2.1

1.8

16.9

35.9

36.8

16.9

32.1

35.9

36.8

59.259.2

0% 20% 40% 60%

遊休農地の再利用

遊歩道や親水空間など自然とのふれあいの場の整備

優良な農地、田園景観の保全

森林の保全・整備

野生動植物の生息・生育空間の保全

その他

不明

問2-1：重点的な施策（自然環境分野）（ＭＡ）

n=907
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【環境教育分野】

　環境教育分野での重点的な施策については、「こどもへの環境教育の充実」が54.0％

と最も高く、次いで「リサイクルセンターの整備」（42.3％）、「環境美化活動の推進」

（40.5％）となっています。

3.2

1.2

19.4

20.3

40.5

42.3

54.054.0

0% 20% 40% 60%

こどもへの環境教育の充実

リサイクルセンターの整備

環境美化活動の推進

市民、事業者への環境情報・環境学習機会の提供

環境保全ボランティアなどに対する支援

その他

不明

問2-2：重点的な施策 (環境教育分野 )（ＭＡ）

n=907
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【生活・都市環境分野】

　生活・都市環境分野での重点的な施策については、「ポイ捨てや不法投棄防止対策」が

53.9％と最も高く、次いで「大気汚染、地下水汚染、水質汚濁物質の排出防止対策」

（38.3％）、「犬の糞の後始末の徹底」（35.3％）となっています。

1.8

2.0

6.6

11.1

19.4

19.7

19.8

27.1

32.6

35.3

38.3

35.3

38.3

53.9

0% 20% 40% 60%

ポイ捨てや不法投棄防止対策

大気汚染、地下水汚染、水質汚濁物質の
排出防止対策

犬の糞の後始末の徹底

下水道や合併処理浄化槽の設置推進による
生活排水対策

無秩序な開発の防止

騒音・振動・悪臭防止対策

身近な公園の整備や緑化

美しい街並み等良好な景観の形成

野焼きの防止対策

地域環境ボランティア

その他

不明

問2-3：重点的な施策（生活・都市環境分野）（ＭＡ）

n=907
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【地球環境分野】

　地球環境分野での重点的な施策については、「ごみ減量化と分別によるリサイクルの推

進」が60.6％と最も高く、次いで「農産物等の地産地消の推進」（39.9％）、「省エネル

ギーの推進」（38.9％）となっています。

2.4

1.3

12.5

28.1

32.3

37.9

38.9

37.9

38.9

39.9

60.6

0% 20% 40% 60% 80%

ごみ減量化と分別によるリサイクルの推進

農産物等の地産地消の推進

省エネルギーの推進

太陽光、バイオマス燃料等を利用した
新エネルギーの普及

生ごみ堆肥化の推進

公共交通機関の利用促進

公用車に低公害車を導入するなど市役所
自らの率先した取り組み

その他

不明

問2-4：重点的な施策（地球環境分野）（ＭＡ）

n=907
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問３　環境に配慮した活動（ＳＡ）

　生活で取り組んでいる環境に配慮した活動状況について、「いつも行っている」「時々行っ

ている」を合わせた割合は、「不要な電気はこまめに消している」が89.8％と最も高く、

次いで「ごみは分別してリサイクルにまわしている」（88.2％）、「買物ではマイバッグ ･

マイバスケットを利用している」（86.7％）となっています。

　また、「行う必要はない」「ほとんど行っていない」を合わせた割合は、「環境保全ボラ

ンティア活動に参加している」が72.3％と最も高くなっています。

4.1

16.4 69.3

3.0
7.2

13.6 33.1 44.1

1.8
7.5

34.8 46.9 11.1

0.9

6.3

45.0 36.8 10.4
0.7

7.2

8.9 24.7 54.8

3.9
7.7

36.9 36.5 15.3
1.7

9.6

44.1 35.0 11.4

1.5

8.0

61.5 28.3

4.2 0.3
5.6

31.5 45.0 14.1

1.5

7.8

15.1 54.0 21.7

1.3
7.8

54.1 31.9

6.4 0.9
6.7

16.0 40.1 35.3

1.4
7.2

43.7 32.3 16.6
0.6

6.8

53.8 32.6

6.9 0.4
6.2

69.0 19.2

5.2 0.8
5.8

24.0 8.5 54.4

4.9
8.3

57.6 18.4 14.2
2.8

7.1

76.2 10.5

5.8 1.0
6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マイバッグ・マイバスケットを利用

食用廃油や油汚れを排水溝に流さない

生ごみ処理機等で生ごみの堆肥化

ごみは分別してリサイクルにまわしている

節水に努めている

洗剤の使用は少なめにしている

エコマークのついている商品を選ぶ

再生品・詰め替え品を購入している

使い捨て商品は購入しない

過剰包装を断っている

不要な電気はこまめに消している

省エネ商品を優先して購入

エコドライブなど省エネに配慮した運転

なるべく自家用車は使わない

耐久消費財は長く利用できるものを購入

壊れてもなるべく修理して使う

環境保護の重要性を訴えている

環境保全ボランティア活動に参加

問3：環境に配慮した活動（ＳＡ）

いつも行っている 時々行っている
ほとんんど行っていない 行う必要はない 不明
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問４　環境に優しい活動や暮らしに必要な情報（ＭＡ）

　環境に優しい活動や暮らしに必要な情報は、「ごみの減量化や適切な処理 ･分別方法」

が38.3％と最も高く、次いで「不用品のリサイクル方法」（34.5％）、「環境問題や環境

保全に対する基本的な情報」（30.8％）となっています。

4.2

1.4

7.2

19.3

38.3

19.3

21.9

30.0

30.8

34.5

38.3

0% 20% 40%

ごみの減量化や適切な処理・分別方法

不用品のリサイクル方法

環境問題や環境保全に対する基本的な情報

環境にやさしい商品の情報

省エネ・省資源の方法に関する情報

生ごみ処理機など、環境保全商品に対する
購入助成制度の情報

エコドライブの方法

その他

不明

問 4：環境に優しい活動や暮らしに必要な情報（ＭＡ）

n=907
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問８　地球規模の環境問題についての認識（ＳＡ）

　地球規模の環境問題についての意味や原因の認識度について、「意味も分かるし、原因

も知っている」は「地球温暖化」が77.3％と最も高く、次いで「オゾン層の破壊」（61.6％）、

「開発途上国の公害問題」（53.0％）となっています。

　また「意味が分からない、聞いたことがない」は「有害廃棄物の越境移動」が19.0％

と最も高く、次いで「生物多様性の減少」（18.4％）となっています。

1.5 4.5

16.6 77.3

4.1

26.6 61.6 7.7

5.1

37.7 48.8 8.4

5.8

33.5 52.3 8.4

6.5

33.8 51.6 8.0

7.1

33.0 51.4 8.6

7.3

31.9 53.0 7.8

18.4 40.8 31.8 9.0

19.0 38.3 33.2 9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

有害廃棄物の越境移動

生物多様性の減少

開発途上国の公害問題

砂漠化

海洋汚染

熱帯雨林の減少

酸性雨

オゾン層の破壊

地球温暖化

Q8：地球規模の環境問題について、意味や原因をどの程度知っていますか（ＳＡ）

意味がわからない、聞いたことがない 意味は分かるが、原因を知らない
意味も分かるし、原因も知っている 不明

n=907
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問９　今後の地球環境について（ＳＡ）

　地球環境は今後どうなると考えますかという設問に対しては、「少しずつ悪くなる」が

60.0％と最も高く、次いで「急速に悪くなる」（22.1％）、「わからない」（7.8％）となっ

ています。

Q9：今後の地球環境（ＳＡ）

急速に悪くなる
22.1%

少しずつ悪くなる
60.0%

良くなる
3.6%

変わらない
4.3%

わからない
7.8%

不明
2.2%

n=907
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第２節 事業者アンケート

１．調査の概要

（１）調査の仕様

仕様項目 仕　　　　　　様

調査対象者 市内に事務所・事業所があり従業員数10名以上の200社

標本抽出方法 対象事業者から層化無作為抽出

調 査 方 法 郵送による配布・回収

調 査 期 間 平成21年10月 1日から10月 14日

（２）回収結果

　回収数　116　（回収率58.0%）
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２．調査の結果

（１）回答者の属性

①　業種（ＳＡ）

　業種は、「製造業」が43.1％と最も高く、次いで「建設業」（14.7％）、「卸売・小売業」・

「医療、福祉」（いずれも9.5％）となっています。

0.9

1.7

0.0

0.0

0.0

0.9

1.7

3.4

3.4

4.3

6.9

9.5

9.5

14.7

43.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

製造業

建設業

卸売・小売業

医療、福祉

サービス業

金融・保険業

運輸業

飲食店、宿泊業

電気・ガス熱供給・水道業

情報通信業

農林水産業

鉱業

不動産業

その他

不明

①業種（ＳＡ）

n=116
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②　従業員数（ＳＡ）

　

　従業員数は「20人未満」が35.3％と最も高く、次いで「20〜29人」（19.8％）、「30

〜 49人」（19.0％）となっています。

③　事業所の所在地（ＳＡ）

　事業所の所在地は、八田地区13.8％、白根地区24.1％、芦安地区2.6％、若草地区

10.3％、櫛形地区25.0％、甲西地区22.4％となっています。

0.9

6.9

6.9

11.2

19.0

19.8

35.3

0% 10% 20% 30% 40%

20人未満

20～29人

30～49人

50～99人

100～199人

200人以上

不明

②従業員数（ＳＡ）

n=116

③事業所の所在地（ＳＡ）

若草地区
10.3%

櫛形地区
25.0%

甲西地区
22.4%

芦安地区
2.6%

八田地区
13.8%

白根地区
24.1%

不明
1.7%

n=116
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（２）アンケート結果

問１　企業活動が環境に与える影響（ＭＡ）

　事業所の企業活動が環境に与える影響については、「産業廃棄物」が44.0％と最も高く、

次いで「騒音」（35.3％）、「一般廃棄物」（28.4％）となっています。

2.6

18.1

28.4

18.1

1.7

0.0

0.0

0.9

0.9

0.9

1.7

2.6

6.0

7.8

10.3

12.9

15.5

17.2

20.7

28.4

35.3

44.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

産業廃棄物
騒音

一般廃棄物
大気汚染
地球温暖化
河川汚濁
振動

土壌汚染
悪臭

化学物質
景観の悪化
緑の減少

日照
環境ホルモン

酸性雨
電磁波

生態系の破壊
その他
特にない
不明

問1：事業所の企業活動が環境に与える影響（ＭＡ）

n=116
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問３　環境対策の取り組み（ＳＡ）

　環境に配慮した取り組みについて、「実施済み」は「環境基本方針等、経営上の環境配

慮を明示」が33.6％と最も高く、次いで「ISO14001の認証取得」（25.0％）、「環境

パフォーマンス評価の実施」（19.8％）となっています。

33.6 12.1 34.5

6.9

8.6 4.3

4.3

10.311.2 55.2 15.5 3.4

12.1 8.6 12.1 53.4 10.3 3.4

8.611.2 13.8 52.6 11.2 2.6

17.2 12.9 11.2 44.8 10.3 3.4

19.8 10.312.1 44.0 9.5 4.3

13.8 15.5 12.9 47.4 6.9 3.4

25.0 13.8 15.5 37.9

5.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ISO14001の認証取得

その他の環境マネジメントシステムの導入

環境パフォーマンス評価の実施

環境報告書の作成

環境会計の導入

公害防止管理者の配置

公害防止協定の締結

環境基本方針等、経営上の環境配慮を明示

問3：環境対策の取り組み（ＳＡ）

実施済み 今後実施
の予定

実施する
つもりは
ない

検討して
いない

どのような
ものか知ら
ない

不明

n=116
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問４　環境に配慮した活動に関わる組織体制（ＳＡ）

　環境に配慮した活動に関わる組織体制については、「臨機応変に対応しており、明確な

担当者を置いていない」が37.1％と最も高く、次いで「社長・事業所長等を筆頭とする

環境管理体制が整備されている」（33.6％）となっています。

4.3

1.7

1.7

2.6

9.5

9.5

33.6

37.137.1

0% 10% 20% 30% 40%

臨機応変に対応しており、明確な担当者を
置いていない

社長・事業所長等を筆頭とする環境管理体制が
整備されている

兼務ではあるが担当者がいる

特に環境保全活動に対する組織を組むつもりはない

担当責任者がいる

担当部署がある

その他

不明

問4：環境に配慮した活動に関わる組織体制（ＳＡ）

n=116
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問５　環境保全の取り組み（ＳＡ）

　環境保全の取り組みについて、「実施済み」「今後実施の予定」を合わせた割合は「印刷、

コピー、事務用品等の削減」が94.0％と最も高く、次いで「オフィスにおけるごみの削減・

分別」（92.2％）、「産業廃棄物発生抑制、リサイクル」（86.2％）となっています。

　

0.9
25.0 69.8 4.3

0.9
25.9 69.8 3.4

4.3
7.8 17.2 66.4 4.3

4.3
10.3 16.4 62.9 6.0

18.1 6.9 19.0 51.7 4.3

19.0 13.8 17.2 45.7 4.3

25.9 15.5 6.9 42.2 9.5

9.5 34.5 11.2 40.5 4.3

37.1 12.9 8.6 37.9 3.4

36.2 23.3 6.9 31.0 2.6

37.9 21.6 6.0 31.9 2.6

45.7 16.4 6.0 25.9 6.0

44.8 18.1
4.3

28.4 4.3

43.1 22.4
5.2

25.9 3.4

29.3 36.2
3.4

29.3 1.7

39.7 39.7
2.6

15.5 2.6

53.4 30.2
2.6

11.2 2.6

70.7 15.5
0.9

9.5 3.4

81.0 11.2
5.2

2.6

80.2 13.8
1.7 1.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

印刷、コピー、事務用品等の削減

オフィスにおけるごみの削減・分別

産業廃棄物発生抑制、リサイクル

社員教育の実施

省エネルギーの推進

エコドライブの導入

グリーン購入の推進

騒音・振動・悪臭対策

大気汚染・地下水汚染・水質汚濁物質の排出抑制

環境美化、森林保全など社会貢献活動の実施

景観への配慮

土壌汚染防止

クリーンエネルギー自動車の導入

その他CO2削減対策の推進

ISO14001取得企業との優先取引

通勤・出張時等の公共交通機関の利用

太陽光発電の導入

太陽熱利用

風力発電導入

水力発電の導入

問5：環境保全の取り組み（ＳＡ）

実施済み 今後実施
の予定

実施するつもり
はない

検討して
いない

不明
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問６　環境保全活動における困難（ＭＡ）

　環境保全活動を実施または導入するにあたって妨げとなることについては、「資金不足」が
50.0％と最も高く、次いで「手間や時間がかかる」（25.9％）、「人材不足」（23.3％）となっ
ています。

問７　重点的に進めるべき施策（ＭＡ）

【自然環境分野】
　自然環境分野での重点的な施策については、「遊休農地の再利用」が50.9％と最も高く、
次いで「森林の保全・整備」（49.1％）、「遊歩道や親水空間など自然とのふれあいの場の
整備」（25.9％）となっています。

17.2

16.4

25.9

17.2

12.9

0.9

12.9

16.4

19.8

23.3

25.9
50.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

資金不足

手間や時間がかかる

人材不足

ノウハウ不足

環境への配慮が事業実績の向上に結びつかない

情報不足

その他

特に問題はない

不明

問6：環境保全活動における困難（ＭＡ）

n=116

12.1

0.9

16.416.4

23.3

25.9

49.1

50.9

0% 20% 40% 60%

遊休農地の再利用

森林の保全・整備

遊歩道や親水空間など自然とのふれあいの場の整備

優良な農地、田園景観の保全

野生動植物の生息・生育空間の保全

その他

不明

問7-1：重点的施策【自然環境分野】（ＭＡ）

n=116
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【環境教育分野】

　環境教育分野での重点的な施策については、「リサイクルセンターの整備」が42.2％

と最も高く、次いで「こどもへの環境教育の充実」（40.5％）、「市民、事業者への環境情報・

環境学習機会の提供」（31.0％）となっています。

【生活・都市環境分野】

　生活・都市環境分野での重点的な施策については、「下水道や合併処理浄化槽の設置推

進による生活排水対策」が43.1％と最も高く、次いで「ポイ捨てや不法投棄防止対策」

（41.4％）、「大気汚染、地下水汚染、水質汚濁物質の排出防止対策」（37.1％）となっ

ています。

12.9

0.9

17.217.2

25.9

31.0

40.5

42.2

0% 20% 40% 60%

リサイクルセンターの整備

こどもへの環境教育の充実

市民、事業者への環境情報・環境学習機会の提供

環境美化活動の推進

環境保全ボランティアなどに対する支援

その他

不明

問7-2：重点的施策【環境教育分野】（ＭＡ）

n=116

12.1

2.6

4.3

8.6

8.6

13.8

23.3

24.1

24.1

37.137.1

41.4

43.1

0% 20% 40% 60%

下水道や合併処理浄化槽の設置推進による
生活排水対策

ポイ捨てや不法投棄防止対策
大気汚染、地下水汚染、水質汚濁物質の

排出防止対策
美しい街並み等良好な景観の形成

無秩序な開発の防止

身近な公園の整備や緑化

騒音・振動・悪臭防止対策

野焼き防止対策

地域環境ボランティア

犬の糞の後始末の徹底

その他

不明

問7-3：重点的施策【生活・都市環境分野】（ＭＡ）

n=116
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【地球環境分野】

　地球環境分野での重点的な施策については、「ごみ減量化と分別によるリサイクルの推

進」が66.4％と最も高く、次いで「省エネルギーの推進」（48.3％）、「太陽光、バイオ

マス燃料等を利用した新エネルギーの普及」（37.1％）となっています。

問９　事業所として住民や市に対して出来ること（ＭＡ）

　事業所として住民や市に対して出来ることについては、「地域の環境美化活動への参加」

が58.6％と最も高く、次いで「社員のボランティアとしての派遣」（20.7％）、「事業所

の環境データ（排水データ等）の公開」（12.9％）となっています。

12.1

12.1

14.7

37.1

12.1

0.9

12.1

14.7

15.5

24.1

37.1

48.3

66.4

0% 20% 40% 60% 80%

ごみ減量化と分別によるリサイクルの推進

省エネルギーの推進

太陽光、バイオマス燃料等を利用した新エネルギーの普及

農産物等の地産地消の推進
公用車に低公害車を導入するなど市役所

自らの率先した取り組み
生ごみ堆肥化の推進

公共交通機関の利用促進

その他

不明

問7-4：重点的施策【地球環境分野】（ＭＡ）

n=116

24.1

0.9

2.6

7.8

8.6

10.3

12.9

20.7

58.6

0% 20% 40% 60%

地域の環境美化活動への参加

社員のボランティアとしての派遣

事業所の環境データ (排水データ等 )の公開

市民の環境保全活動に対する金銭的な支援

植林や森林保全に対する費用負担
市民の環境保全活動拠点としての会社の

施設の提供

環境に関する講師の派遣

その他

不明

問9：事業所として住民や市に対してできること（ＭＡ）

n=116
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問11　地球的規模の環境問題において関心があること（ＭＡ）

　地球的規模の環境問題において関心があることは、「地球温暖化」が97.4％と最も高く、

次いで「オゾン層の破壊」（57.1％）、「有害廃棄物の越境移動」・「開発途上国の公害問題」

（いずれも32.5％）となっています。

0.0

1.3

16.9

32.5

32.5

57.1

16.9

18.2

24.7

27.3

28.6

32.5

32.5

57.1

97.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球温暖化

オゾン層の破壊

有害廃棄物の越境移動

開発途上国の公害問題

熱帯雨林の減少

砂漠化

酸性雨

海洋汚染

生物多様性の減少

その他

不明

問11：地球的規模の環境問題において関心があること（ＭＡ）

n=77
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第３節 児童・生徒アンケート

１．調査の概要

（１）調査の仕様

仕様項目 仕　　　　　　様

調査対象者 市内の小学校6年生、中学校2年生全員

調 査 方 法 教育委員会を通じ各学校に配布・回収

調 査 期 間 平成21年10月 1日から10月 14日

（２）回収結果

　配布数　1598（小学生822人、中学生776人）

　回収数　1542（回収率96.5%）

２．調査結果

（１）回答者の属性

Ｆ１　性別（ＳＡ）

　性別は、「男」が49.8％、「女」が49.6％となっています。

F1：性別（ＳＡ）

不明
0.6%

男
49.8%

女
49.6%

n=1,542
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Ｆ２　小学生か中学生（ＳＡ）

　回答者の内訳は、「小学生」が52.6％、「中学生」が47.4％となっています。

Ｆ３　居住地（ＳＡ）

　居住地は、八田地区12.2％、白根地区24.3％、芦安地区0.9％、若草地区17.6％、

櫛形地区26.6％、甲西地区17.9％となっています。

F2：小学生か中学生か（ＳＡ）

小学生
52.6%

中学生
47.4%

n=1,542

F3：居住地（ＳＡ）

芦安地区
0.9%

若草地区
17.6%

櫛形地区
26.6%

甲西地区
17.9%

八田地区
12.2%

白根地区
24.3%

不明
0.5%

n=1,542
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（２）アンケート結果

問１　身のまわりの環境について（ＳＡ）

　身のまわりの環境について、「とてもそう思う」「少しそう思う」を合わせた割合は、「自

然や緑が豊か」が79.5％と最も高く、次いで「川や水路の水がきれい」（66.8％）、「空

気がきれい」（54.5％）となっています。

　また、「全くそう思わない」「あまりそう思わない」を合わせた割合は、「公園など遊ぶ

場所が広くて安全」が43.1％と最も高くなっています。

8.2 33.7 36.3 17.7

3.4

0.7

33.6 12.1 34.5

6.9

8.6

4.3

19.5 33.6 30.1 13.1

3.2

0.6

18.0 35.6 31.8 10.8

3.1

0.6

17.4 37.1 27.7 12.8

4.0

0.9

24.3 42.5 25.2

1.06.2

0.7

29.0 50.5 14.7

4.3 0.80.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然や緑が豊か

川や水路の水がきれい

空気がきれい

道路などにごみがなくきれい

家や学校のまわりが静か

公園など遊ぶ場所が広くて安全

身近にたくさんの種類の生きものがいる

Q1: 身のまわりの環境について（ＳＡ）

とてもそう
思う

少しそう
思う

どちらとも
言えない

あまりそう
思わない

全くそう
思わない

不明

n=1,542
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問２　日頃の行動（ＳＡ）

　日頃の行動について、「いつもやっている」「時々やっている」を合わせた割合は、「使

わないときは、水道の蛇口をきちんとしめる」が94.6％と最も高く、次いで「ごみを、

燃えるごみ、燃えないごみ、資源ごみ（あきかん、ペットボトル、古新聞など）に、きち

んと分別する」（85.4％）、「使わないときは、テレビや部屋などのあかりを消す」（85.0

％）となっています。

　また、「全くやっていない」「あまりやっていない」を合わせた割合は、「家族や友だち

などと環境問題について話し合う」が78.2％と最も高くなっています。

5.1

16.2 36.8 41.4

10.1 25.4 39.0 25.0

11.6 38.1 40.1 9.7

13.8 42.1 34.4 9.2 0.5

0.5

0.5

0.5

50.5 33.7 11.0

4.4

0.5

50.6 34.4 11.5

2.9

0.6

54.7 30.7 11.1

3.0

0.5

74.8 19.8

3.9 1.01.0

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

水道の蛇口をきちんとしめる

ごみをきちんと分別する

不要なテレビや部屋のあかりを消す

レジ袋をもらわないようにしている

環境に優しいものを購入する

使い捨て商品は買わない

地域の掃除や花植えに参加する

環境問題について話し合う

Q2: 日頃の行動（ＳＡ）

いつもやって
いる

時々やって
いる

あまりやって
いない

全くやって
いない

不明

n=1,542
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問３　関心のある環境問題（ＭＡ）

　関心を持っている環境問題については、「地球温暖化によって気温の上昇や海の水位が

あがること」が61.8％と最も高く、次いで「工場から出る煙や自動車の排気ガスなどに

よって空気が汚れること」（54.1％）、「野生の生きものが生きていける環境がへること」

（45.3％）となっています。

1.4

10.9

21.7

26.4

29.0

43.9

45.3

54.154.1

61.8

0% 20% 40% 60% 80%

地球温暖化によって気温の上昇や海の水位
があがること

工場から出る煙や自動車の排気ガスなどに
よって空気が汚れること

野生の生きものが生きていける環境がへること

ゴミのポイ捨てが多いこと

林や畑、小川など身近な自然がへること

酸性雨によって、森林を枯らしたりすること

工場や家庭から出る排水によって
水が汚れること

有害な化学物質によって土が汚れること

不明

Q3：関心のある環境問題（ＭＡ）

n=1,542
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問４　環境を守り良くするために大事なこと（ＭＡ）

　南アルプス市の環境を守り良くするために大事なことについては、「森や身近な緑を守っ

たり増やしていくこと」が52.2％と最も高く、次いで「きれいな空気や水を守っていく

こと」（43.6％）、「動物や植物を守っていくこと」（38.0％）となっています。

1.5

5.1

7.9

12.1

13.9

14.3

14.9

16.4

18.0

38.0

13.9

14.3

14.9

16.4

18.0

28.5

29.9

38.0

43.6

52.2

0% 20% 40% 60%

森や身近な緑を守ったり増やしていくこと

きれいな空気や水を守っていくこと

動物や植物を守っていくこと

節電や節水などの省エネルギーにとりくむこと

ポイ捨てなどを禁止していくこと

ものを大切に長く使ったり、再利用したりしていくこと

ゴミの分別をすすめること

桃やブドウ、サクランボなどの果樹園や
農地を守っていくこと

車や燃料の利用を減らしていくこと

太陽光発電などの新しいエネルギーをとりいれること

多くの人が環境の大切さについて勉強していくこと

生活のなかでごみを出さないようにしていくこと

地域の清掃や美化活動などに参加していくこと

不明

Q4：環境を守り良くするために大事なこと（ＭＡ）

n=1,542
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第４節 滞在者アンケート

１．調査の概要

（１）調査の仕様

仕様項目 仕　　　　　　様

調査対象者 市内の観光地等への来訪者100人（市民を除く）

調 査 方 法 登山基地、幹線道路休憩施設等での対面アンケート

（２）調査地点、サンプル数

調査地点 調査日 サンプル数

市営芦安駐車場 平成21年9月20日 59

ハッピーパーク 平成21年10月 12日 3

道の駅しらね 平成21年10月 12日 53
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２．調査結果

（１）回答者の属性

Ｑ１　性別・年齢（ＳＡ）

　性別は、「男性」が70.4％、「女性」が29.6％となっています。年齢は、「50歳代」

が28.7％と最も高く、次いで「40歳代」（27.0％）、「60歳以上」（21.7％）となっ

ています。

Q1：性別（ＳＡ）

男性
70.4%

女性
29.6%

n=115

Q1-1：年齢層（ＳＡ）

30歳代
18.3%

40歳代
27.0%

50歳代
28.7%

60歳以上
21.7%

20歳代
3.5%

10歳代
0.9%

n=115
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Ｑ２　居住地（ＳＡ）

　居住地は、「県内」が9.6％、「県外」が90.4％となっています。また、県外では「静岡」

が最も多く、次いで「東京」、「神奈川」となっています。

Q2：居住地（ＳＡ）

県内
9.6%

県外
90.4%

n=115

1

1

1

1

1

2

2

2

3

3

3

10

11

19

20

24

0 10 20 30

静岡
東京

神奈川

千葉
埼玉

京都
群馬

長野
石川

愛知
岐阜

兵庫
秋田

滋賀
栃木

大阪

Q2：居住地（都道府県名）（ＳＡ）

n=104
［人］
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（２）アンケート結果

Ｑ５　観光の目的（ＭＡ）

　観光で訪れた方の主な目的は、「登山・トレッキング」が62.5％と最も高く、次いで「自

然を楽しむ」（33.0％）、「温泉を楽しむ」（29.5％）となっています。

9.1

0.0

0.0

0.0

1.1

1.1

2.3

3.4
3.4

3.4

3.4

4.5

9.1

29.5

33.033.0

62.5

0% 20% 40% 60% 80%

登山･トレッキング
自然を楽しむ
温泉を楽しむ
収穫体験
保養･休養

名所、旧跡、歴史
ショッピング
郷土料理
文化、芸術

スポーツ、レクレーション
行楽（遊園地、観光施設等）

慰安旅行
ものづくり体験
祭り･イベント

旅先での出会い･交流
その他

Q5：観光の主な目的（ＭＡ）

n=88



94

環
境
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
（
抜
粋
）

第
４
章

Ｑ６　南アルプス市のイメージ（ＭＡ）

　南アルプス市のイメージについては、「自然が豊か」が73.9％と最も高く、次いで「雄

大・荘厳」（46.1％）、「冷たく清い水がある」「果樹園が多い」（いずれも36.5％）となっ

ています。

0.9

0.0

0.9

0.9

0.9

3.5

6.1

7.8

8.7

8.7
16.5

20.0

22.6

29.6

36.5

36.5

73.9

29.6

36.5

36.5

46.1

73.9

0% 20% 40% 60% 80%

自然が豊か
雄大・荘厳

冷たく清い水がある
果樹園が多い

癒される・健康になる
見晴らしの良い高原がある

道路が整備された
おいしいものがありそう

親しみが持てる
うっそうとした森がある

農地が広がる
花が咲き誇る

歴史や伝統がある
都市的

無秩序に開発が進んだ
特徴がなくイメージが湧かない

産業が発達した
その他

Q6：南アルプス市のイメージ（ＭＡ）

n=115
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Ｑ７　南アルプス市の環境について（ＳＡ）

　南アルプス市の環境について、「とてもそう思う」「やや思う」を合わせた割合は、「空

気がきれい」が97.4％と最も高く、次いで「自然が豊か」（94.8％）、「川や水路の水が

きれい」（83.5％）となっています。

39.1 27.0 33.9

25.2 25.2 40.0 8.7 0.9

17.4 15.7 63.5 3.5

37.4 23.5 37.4 1.7

22.6 24.3 52.2 0.9

78.3 19.1 2.6

60.9 22.6 14.8 1.7

82.6 12.2 5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然が豊か

川や水路の水がきれい

空気がきれい

まちがきれい（ごみが少ない）

景色や街並みが美しい

農地が保全されている

観光地が整備されている

動植物の種類が豊か

Q7：南アルプス市の環境についてどのように感じますか（ＳＡ）

とてもそう思う　 やや思う どちらともいえない
あまり思わない 全く思わないn=115




